


スマートフォン・タブレット端末でゲートを遠隔制御・管理
システムの概要システムの概要システムの概要

特長

遠隔インターロック

映像と数値で現場の状況を把握

通常閉じている「ゲートA」が河川の水位上昇により自動開動作を開始すると、通常は開いている「ゲートB」
に対してやくも水神ネットワークを経由し「遠隔インターロック」信号を送信。
「遠隔インターロック信号」を受け取った「ゲートB」は閉動作を開始し河川の流れを変え氾濫を防ぎます。

ゲート周辺の様子を確認することが困難な施設にはカメラを設置、任意にカメラの角度を変えて周囲を確認
でき、水位やゲート開度などの数値とあわせて現場の状況をリアルタイムに把握できます。
増水時、流木が引っ掛かるなどした場合も映像を見ながら遠隔で判断し対処が行えます。

ゲリラ豪雨など、災害時の河川や水路の水位上昇、洪水による
交通規制などでゲートに近づくことができない場合、離れた
場所からゲートの状態を視認しながらスマートフォンで安全
に開閉操作が行えます。
（タブレット端末・パソコンからも行えます）

施設の状態を掌握、効率的に確実な管理をバックアップ

導入事例

現場を見ながらゲートを遠隔制御

カメラ映像・開度・警報表示 (タブレット端末 )

遠隔制御画面 (スマートフォン )

石川県 市ノ瀬用水土地改良区 (2013 年導入 ) 
大雨の際や冬場は雪が多く現場に行けないため、カメラによる遠隔制御監視を
行う必要があった。水位上昇の警報を受けゲートを遠隔操作、カメラ映像を見て
流木の詰まりによる河川からの逆流被害を防げた。
現場に行かなくとも毎朝状況を把握でき、安全で効率的なカメラによる遠隔制御
監視システムは手放せない。

新潟県新発田市 (2005 年導入 ) 
大雨で水路の水位上昇による浸水被害を防ぐため、２カ所のゲートでインター
ロック制御を行っている。浸水被害が無くなり、各施設を同時に確認できるため
迅速に確実な施設管理が行えるようになり、現場とシステムを同時に目視確認し
て遠隔操作で安心してゲートの管理が行える。

遠隔制御

管理地図 状態表示

トレンドグラフ 警報履歴

タッチパネルで簡単操作・設定

メインメニュー 運転操作 警報確認

施設位置や設備状態、異常などを
画面に表示。異常発生時は警報メ
ールにより現場へ行かなくても設
備の状態を掌握でき、適切な対処
が行えます。地図画面から各機能
画面をシームレスに参照でき、遠
隔制御とあわせて安全で効率的な
施設管理を実現します。

遠隔インターロック時通常時

ゲートA ゲートB
開閉

ゲートA ゲートB
開 閉

東日本大震災において、水門を閉じようとした地域の消防団員253 人の尊い命が津波の犠牲とな

りました。これを教訓に、閉鎖が必要な水門の遠隔操作対応をはじめ施設の管理など緊急に取り

組まなければならない課題となっています。

やくも水神ネットワークは、災害に強いクラウドをベースに信頼性の高い広域管理を実現。異常時

の警報メール送信などにより常に施設の状態を掌握して効率的な管理が行えます。

パソコン・スマートフォン・タブレット端末で場所を選ばず管理でき、災害時は遠隔制御機能に

よりスマートフォンで迅速にゲートや水路の状態を見ながら安全な場所で開閉操作が行えるほ

か、出向く事が困難な現場にはカメラを設置し、遠隔から映像を見ながら安全に対処できます。

既存施設をクラウド管理に移行
現在お使いの制御盤に監視装置を設置し、やくも水神によ
るクラウド管理に移行。特別なソフトやサーバは不要で導入
と同時にお手持ちのスマートフォン・タブレット端末・パソ
コンで場所を選ばず広域管理・遠隔制御を利用。

制御盤内のタッチパネルで簡単に
操作設定が行えます。パスワード入
力のうえ画面で確認しながら設定
が行え、設定ミスを予防できます。

監視用カメラ監視用カメラ

高性能避雷システム（注文仕様）
激雷地域でも安心してお使いい
ただけます。

カメラによる遠隔制御監視システムは手放せない

迅速・確実な施設管理で浸水被害を防止
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